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ヤマメ Oncorhynchus masou masou、アマゴ 0. m. ishikawae、イワナ Salvelinus leucomaenisは全国の内水面の漁業協

同組合で漁業権魚種に指定されている重要な魚種である（中村・飯田, 2009）。それら渓流魚の増殖方法として、稚魚放

流、発眼卵放流、成魚放流、人工産卵場や人工産卵河川の造成といった手法が挙げられる（中村・飯田, 2009）。それら

のうち稚魚放流が各地で長年多用されてきたが、その費用対効果は漁業協同組合が期待する水準よりも低いことが明ら

かにされている（中村ほか, 2022）。そのため、稚魚よりも安価な種苗である発眼卵への関心が高まり、稚魚放流の代替方

法として発眼卵放流が提案されている。発眼卵放流は養殖場で生産された発眼卵を河床の礫中に埋設するという増殖

方法である（中村・飯田, 2009; 岸・德原, 2013）。しかし、発眼卵放流には、晩秋から初冬の水温が低い時期に従事者が

手作業で実施しなければならないこと、埋設作業に習熟を要すること、対象河川へのアクセスが制限される多雪地域で

は実施困難という問題点があった。親魚放流は養殖場で生産された成熟親魚を産卵期に河川に放流して自発的に産卵

させる増殖方法で、発眼卵放流の短所を改善するために考案されたものである（德原ほか, 2010; 德原・岸, 2013）。発眼

卵放流は技術や労力の面の制約が大きかった一方、親魚放流には成熟親魚の放流作業だけで済むという長所がある。

また、一般に渓流魚の産卵期は積雪前であることから、親魚放流であれば多雪地域でも実施が可能である。そうした背

景から、近年、県内外の漁業協同組合による親魚放流の採用例が増加している。ただし、渓流魚の親魚放流は 2010 年

に提案された比較的新しい方法であり、現在もなお、その増殖効果の検証が必要な段階にある。岐阜県内ではアマゴ親

魚放流魚の産卵床の発眼率が德原ほか（2010）および德原ほか（2017, 2019）によって調査されているものの、2 河川の

事例に限定されているのが実情であり、知見の蓄積が求められていた。また、アマゴの事例しかないことから、ヤマメおよ

びイワナを対象とする調査の実施も求められていた。そこで本課題ではアマゴを対象とする調査を追加実施したほか、ヤ

マメおよびイワナを対象とする調査にも取り組んだ。 
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材材料料とと方方法法 

この調査ではヤマメの親魚放流を神通川水系の山田川（飛

騨市神岡町）、アマゴの親魚放流を木曽川水系の大谷（下呂

市萩原町）、浅谷（郡上市明宝）、深谷（下呂市萩原町）、初矢

谷（下呂市小川）、イワナの親魚放流を神通川水系の五升ヶ

谷（高山市一之宮町）で実施した（図）。これらの河川では以

下のように調査を実施した。 

山山田田川川  

ヤマメの親魚放流を 2019 年 10 月 11 日および 16 日に 3

か所の淵で実施した。11 日は飛騨市内の民間養殖場で生産

された 1 歳の雌１7 尾と雄 13 尾を放流した。上流側の淵には

雌 10尾と雄 13尾、中間の淵には雌 4尾、下流側の淵には雌

3 尾をそれぞれ放流した。これらは神通川下流で採捕された

サクラマスを初代とする系統で、当研究所下呂支所で継代飼

育魚から生産された発眼卵を民間養殖場が導入してふ化・育

成したものである。16 日は下呂支所で生産された同一系統の

雄 20尾を追加放流した。これらは上流側の淵に 5尾、中間の 
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図 親魚放流および産卵床の調査を実施した河川の位置

淵に 10 尾、下流側の淵に 5 尾をそれぞれ放流した。調査区

間内にはイワナおよびカジカ大卵型 Cottus pollux が生息して

おり、先住のヤマメが存在しないほか、今回の調査以外にヤ

マメの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したヤマメが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たヤマメの産卵床との判別が可能であった。放流後、産卵床

の位置および水温を数回確認した。サケ科魚類の卵は産卵

後から発眼までの期間は安静が必要とされることから（隆島・

村井, 2005）、産卵床の発掘調査は発眼後に実施した。発掘

調査は放流後の平均水温から積算水温を概算して発眼時期

に相当する時期の 11 月 23 日に実施した。産卵床には、実際

に卵が産み込まれた「真の産卵床」と、親魚が形成途中で放

棄して産卵しなかった「偽の産卵床 (試床 )」とが混在する

(Kondou et al., 2001)。これらは外部の物理環境で正確に区別

することは困難であるため、すべての産卵床を発掘して卵の

有無を確認し、卵が存在するものは真の産卵床、卵が存在し

ないものは偽の産卵床と判断した。今回の産卵床の個数記録

では前者のみを対象とした。その後、卵をホースポンプで産卵

床から採集し、生存卵数および死亡卵数を記録した（岸ほか,

2009）。生存卵は発眼卵放流の方法で河床に戻した（岸・德

10 km

宮川

飛騨川

高原川

五升ヶ谷

深谷

大谷

初矢谷

浅谷

馬瀬川

飛騨川

山田川

富 山 県

石 川 県

岐 阜 県

福 井 県

日 本 海

木曽川

神通川

滋 賀 県

三 重 県

愛 知 県

富 山 湾

伊
勢
湾

長

野

県

N

20 km

36º N

137º E

図 親魚放流および産卵床の調査を実施した河川の位置

淵に 10 尾、下流側の淵に 5 尾をそれぞれ放流した。調査区

間内にはイワナおよびカジカ大卵型Cottus pollux が生息して

おり、先住のヤマメが存在しないほか、今回の調査以外にヤ

マメの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したヤマメが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たヤマメの産卵床との判別が可能であった。放流後、産卵床

の位置および水温を数回確認した。サケ科魚類の卵は産卵

後から発眼までの期間は安静が必要とされることから（隆島・

村井, 2005）、産卵床の発掘調査は発眼後に実施した。発掘

調査は放流後の平均水温から積算水温を概算して発眼時期

に相当する時期の 11 月 23 日に実施した。産卵床には、実際

に卵が産み込まれた「真の産卵床」と、親魚が形成途中で放

棄して産卵しなかった「偽の産卵床(試床)」とが混在する

(Kondou et al., 2001)。これらは外部の物理環境で正確に区別

することは困難であるため、すべての産卵床を発掘して卵の

有無を確認し、卵が存在するものは真の産卵床、卵が存在し

ないものは偽の産卵床と判断した。今回の産卵床の個数記録

では前者のみを対象とした。その後、卵をホースポンプで産卵

床から採集し、生存卵数および死亡卵数を記録した（岸ほか, 

2009）。生存卵は発眼卵放流の方法で河床に戻した（岸・德

10 km

宮川

飛騨川

高原川

五升ヶ谷

深谷

大谷

初矢谷

浅谷

馬瀬川

飛騨川

山田川

富山県

石川県

岐阜県

福井県

日本海

木曽川

神通川

滋賀県

三重県

愛知県

富山湾

伊
勢
湾

長

野

県

N

20 km

36º N

137º E

図 親魚放流および産卵床の調査を実施した河川の位置

淵に 10 尾、下流側の淵に 5 尾をそれぞれ放流した。調査区

間内にはイワナおよびカジカ大卵型 Cottus polluxが生息して

おり、先住のヤマメが存在しないほか、今回の調査以外にヤ

マメの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したヤマメが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たヤマメの産卵床との判別が可能であった。放流後、産卵床

の位置および水温を数回確認した。サケ科魚類の卵は産卵

後から発眼までの期間は安静が必要とされることから（隆島・

村井, 2005）、産卵床の発掘調査は発眼後に実施した。発掘

調査は放流後の平均水温から積算水温を概算して発眼時期

に相当する時期の 11月 23日に実施した。産卵床には、実際

に卵が産み込まれた「真の産卵床」と、親魚が形成途中で放

棄して産卵しなかった「偽の産卵床 (試床 )」とが混在する

(Kondou et al., 2001)。これらは外部の物理環境で正確に区別

することは困難であるため、すべての産卵床を発掘して卵の

有無を確認し、卵が存在するものは真の産卵床、卵が存在し

ないものは偽の産卵床と判断した。今回の産卵床の個数記録

では前者のみを対象とした。その後、卵をホースポンプで産卵

床から採集し、生存卵数および死亡卵数を記録した（岸ほか, 

2009）。生存卵は発眼卵放流の方法で河床に戻した（岸・德
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原, 2013）。 

大大谷谷  

アマゴの親魚放流を 2022年 10月 28日に 1か所の淵で実

施した。この淵には雌 3 尾と雄 6 尾を放流した。これらは下呂

市内の民間養殖場で継代飼育魚から生産された 1 歳の個体

である。調査区間内にはイワナおよびカジカ大卵型が生息し

ており、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外の

アマゴの放流は実施されていない。そのため、確認される産

卵床はいずれも今回の調査で放流したアマゴが形成したもの

である。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成される

が、産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放

流したアマゴの産卵床との判別が可能であった。産卵床の発

掘調査は前出の山田川と同様の方法で 12月 5日に実施した。 

浅浅谷谷  

アマゴの親魚放流を 2022年 10月 28日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産生産された 1歳の個体である。

調査区間内にはイワナおよびカジカ大卵型のみが生息してお

り、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外のアマ

ゴの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したアマゴが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たアマゴの産卵床との判別が可能であった。産卵床の発掘調

査は前出の山田川と同様の方法で 12月 6日に実施した。 

深深谷谷  

アマゴの親魚放流を 2023年 10月 25日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産された 1歳の個体である。調査

区間内にはニジマス O. mykiss およびカジカ大卵型が生息し

ており、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外の

アマゴの放流は実施されていない。深谷では漁業協同組合に

よるニジマスの増殖事業は実施されておらず、生息している個

体の来歴は不明である。事前の予備調査では、エレクトロ

フィッシャー（LR-24 型、Smith-Root 社）を使用してニジマスを

除去した。そのため、確認される産卵床はいずれも今回の調

査で放流したアマゴが形成したものである。産卵床の発掘調

査は前出の山田川と同様の方法で 11月 24日に実施した。 

結果および考察で後述するように、深谷では砂の堆積が観

察された。砂の堆積が多いと卵の発眼率の低下が予想される

ことから（Yamada and Nakamura. 2009）、深谷では補足調査と

して産卵床の河床材料の採集も実施した。河床材料の採集

は産卵床の発掘直前に、卵室の直上と推定される地点にお

いて 25×25 cmコドラート付きサーバーネット（網長 100cm、目

合 225μm）を使用して実施した（岸ほか, 2020）。採集した河

床材料は研究室に持ち帰って十分に風乾した後、目合 2mm、

8mm、16mm、32mm のステンレス製ふるいを使用して砂（粒径

2mm 未満）、小礫細粒（2-8mm）、小礫粗粒（9-16mm）、中礫

細粒（17-32mm）、中礫粗粒・大礫（33mm以上）の 5階級に分

画し、それぞれの重量割合（%）を求めた。 

初初矢矢谷谷  

アマゴの親魚放流を 2024年 11月 14日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産された 1歳の個体である。事前

の聞き取り調査では、地元住民によってアマゴの稚魚放流が

実施されているとの情報があった。調査区間内にはイワナおよ

びアマゴが生息している（岸・德原, 2012）。今回の調査では

事前の予備調査でエレクトロフィッシャーを使用してアマゴを

除去した。そのため、確認される産卵床はいずれも今回の調

査で放流したアマゴが形成したものである。調査区間内には

先住のイワナの産卵床も形成されるが、産卵時期および発眼

時期の相違から、今回の調査で放流したアマゴ親魚の産卵床

との判別が可能であった。産卵床の発掘調査は前出の山田

川と同様の方法で 12月 20日に実施した。 

五五升升ヶヶ谷谷  

イワナの親魚放流を 2019年 1１月 13日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 3 尾と雄 6 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは神通川水系小谷

で採捕されたイワナを初代とする系統で、下呂支所の継代飼

育魚から生産された 5 歳の個体である。調査区間内には先住

の魚類が存在しないほか、今回の調査以外のイワナの放流は

実施されていない。そのため、今回確認された産卵床はいず

れも今回の調査で放流したイワナが形成したものである。産卵

床の発掘調査は前出の山田川と同様の方法で 2020 年 1 月

11日に実施した。 

 

結結果果おおよよびび考考察察  

ヤマメの産卵床は山田川で 1か所、アマゴの産卵床は大谷

で 1か所、浅谷で 3か所、深谷で 1か所、初矢谷で 2か所が

それぞれ確認された（第 1表）。卵の発眼率は山田川で 91.1%、

大谷で 75.7%、浅谷で 83.6-92.8%、深谷で 13.8%、初矢谷で

91.7-94.7%であった。各河川における産卵床の卵の発眼率の

良否を検討するため、県内外の河川における他の調査事例

の結果と比較した。岐阜県内での親魚放流魚の産卵床にお 

図 親魚放流および産卵床の調査を実施した河川の位置

淵に 10 尾、下流側の淵に 5 尾をそれぞれ放流した。調査区

間内にはイワナおよびカジカ大卵型 Cottus pollux が生息して

おり、先住のヤマメが存在しないほか、今回の調査以外にヤ

マメの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したヤマメが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たヤマメの産卵床との判別が可能であった。放流後、産卵床

の位置および水温を数回確認した。サケ科魚類の卵は産卵

後から発眼までの期間は安静が必要とされることから（隆島・

村井, 2005）、産卵床の発掘調査は発眼後に実施した。発掘

調査は放流後の平均水温から積算水温を概算して発眼時期

に相当する時期の 11 月 23 日に実施した。産卵床には、実際

に卵が産み込まれた「真の産卵床」と、親魚が形成途中で放

棄して産卵しなかった「偽の産卵床 (試床 )」とが混在する

(Kondou et al., 2001)。これらは外部の物理環境で正確に区別

することは困難であるため、すべての産卵床を発掘して卵の

有無を確認し、卵が存在するものは真の産卵床、卵が存在し

ないものは偽の産卵床と判断した。今回の産卵床の個数記録

では前者のみを対象とした。その後、卵をホースポンプで産卵

床から採集し、生存卵数および死亡卵数を記録した（岸ほか,

2009）。生存卵は発眼卵放流の方法で河床に戻した（岸・德
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図 親魚放流および産卵床の調査を実施した河川の位置

淵に 10 尾、下流側の淵に 5 尾をそれぞれ放流した。調査区

間内にはイワナおよびカジカ大卵型Cottus pollux が生息して

おり、先住のヤマメが存在しないほか、今回の調査以外にヤ

マメの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したヤマメが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たヤマメの産卵床との判別が可能であった。放流後、産卵床

の位置および水温を数回確認した。サケ科魚類の卵は産卵

後から発眼までの期間は安静が必要とされることから（隆島・

村井, 2005）、産卵床の発掘調査は発眼後に実施した。発掘

調査は放流後の平均水温から積算水温を概算して発眼時期

に相当する時期の 11 月 23 日に実施した。産卵床には、実際

に卵が産み込まれた「真の産卵床」と、親魚が形成途中で放

棄して産卵しなかった「偽の産卵床(試床)」とが混在する

(Kondou et al., 2001)。これらは外部の物理環境で正確に区別

することは困難であるため、すべての産卵床を発掘して卵の

有無を確認し、卵が存在するものは真の産卵床、卵が存在し

ないものは偽の産卵床と判断した。今回の産卵床の個数記録

では前者のみを対象とした。その後、卵をホースポンプで産卵

床から採集し、生存卵数および死亡卵数を記録した（岸ほか, 

2009）。生存卵は発眼卵放流の方法で河床に戻した（岸・德
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原, 2013）。 

大大谷谷  

アマゴの親魚放流を 2022年 10月 28日に 1か所の淵で実

施した。この淵には雌 3 尾と雄 6 尾を放流した。これらは下呂

市内の民間養殖場で継代飼育魚から生産された 1 歳の個体

である。調査区間内にはイワナおよびカジカ大卵型が生息し

ており、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外の

アマゴの放流は実施されていない。そのため、確認される産

卵床はいずれも今回の調査で放流したアマゴが形成したもの

である。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成される

が、産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放

流したアマゴの産卵床との判別が可能であった。産卵床の発

掘調査は前出の山田川と同様の方法で 12月 5日に実施した。 

浅浅谷谷  

アマゴの親魚放流を 2022年 10月 28日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産生産された 1歳の個体である。

調査区間内にはイワナおよびカジカ大卵型のみが生息してお

り、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外のアマ

ゴの放流は実施されていない。そのため、確認される産卵床

はいずれも今回の調査で放流したアマゴが形成したものであ

る。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成されるが、

産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放流し

たアマゴの産卵床との判別が可能であった。産卵床の発掘調

査は前出の山田川と同様の方法で 12月 6日に実施した。 

深深谷谷  

アマゴの親魚放流を 2023年 10月 25日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産された 1歳の個体である。調査

区間内にはニジマス O. mykiss およびカジカ大卵型が生息し

ており、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外の

アマゴの放流は実施されていない。深谷では漁業協同組合に

よるニジマスの増殖事業は実施されておらず、生息している個

体の来歴は不明である。事前の予備調査では、エレクトロ

フィッシャー（LR-24 型、Smith-Root 社）を使用してニジマスを

除去した。そのため、確認される産卵床はいずれも今回の調

査で放流したアマゴが形成したものである。産卵床の発掘調

査は前出の山田川と同様の方法で 11月 24日に実施した。 

結果および考察で後述するように、深谷では砂の堆積が観

察された。砂の堆積が多いと卵の発眼率の低下が予想される

ことから（Yamada and Nakamura. 2009）、深谷では補足調査と

して産卵床の河床材料の採集も実施した。河床材料の採集

は産卵床の発掘直前に、卵室の直上と推定される地点にお

いて 25×25 cmコドラート付きサーバーネット（網長 100cm、目

合 225μm）を使用して実施した（岸ほか, 2020）。採集した河

床材料は研究室に持ち帰って十分に風乾した後、目合 2mm、

8mm、16mm、32mm のステンレス製ふるいを使用して砂（粒径

2mm 未満）、小礫細粒（2-8mm）、小礫粗粒（9-16mm）、中礫

細粒（17-32mm）、中礫粗粒・大礫（33mm以上）の 5階級に分

画し、それぞれの重量割合（%）を求めた。 

初初矢矢谷谷  

アマゴの親魚放流を 2024年 11月 14日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 2 尾と雄 4 尾、下流側の淵には雌

2 尾と雄 4 尾をそれぞれ放流した。これらは下呂市内の民間

養殖場で継代飼育魚から生産された 1歳の個体である。事前

の聞き取り調査では、地元住民によってアマゴの稚魚放流が

実施されているとの情報があった。調査区間内にはイワナおよ

びアマゴが生息している（岸・德原, 2012）。今回の調査では

事前の予備調査でエレクトロフィッシャーを使用してアマゴを

除去した。そのため、確認される産卵床はいずれも今回の調

査で放流したアマゴが形成したものである。調査区間内には

先住のイワナの産卵床も形成されるが、産卵時期および発眼

時期の相違から、今回の調査で放流したアマゴ親魚の産卵床

との判別が可能であった。産卵床の発掘調査は前出の山田

川と同様の方法で 12月 20日に実施した。 

五五升升ヶヶ谷谷  

イワナの親魚放流を 2019年 1１月 13日に 2か所の淵で実

施した。上流側の淵には雌 3 尾と雄 6 尾、下流側の淵には雌
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の魚類が存在しないほか、今回の調査以外のイワナの放流は

実施されていない。そのため、今回確認された産卵床はいず

れも今回の調査で放流したイワナが形成したものである。産卵

床の発掘調査は前出の山田川と同様の方法で 2020 年 1 月

11日に実施した。 
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91.7-94.7%であった。各河川における産卵床の卵の発眼率の

良否を検討するため、県内外の河川における他の調査事例

の結果と比較した。岐阜県内での親魚放流魚の産卵床にお 
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大大谷谷  

アマゴの親魚放流を 2022年 10月 28日に 1か所の淵で実

施した。この淵には雌 3 尾と雄 6 尾を放流した。これらは下呂

市内の民間養殖場で継代飼育魚から生産された 1 歳の個体

である。調査区間内にはイワナおよびカジカ大卵型が生息し

ており、先住のアマゴが存在しないほか、今回の調査以外の

アマゴの放流は実施されていない。そのため、確認される産

卵床はいずれも今回の調査で放流したアマゴが形成したもの

である。調査区間内には先住のイワナの産卵床も形成される

が、産卵時期および発眼時期の相違から、今回の調査で放

流したアマゴの産卵床との判別が可能であった。産卵床の発

掘調査は前出の山田川と同様の方法で 12月 5日に実施した。 
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床材料は研究室に持ち帰って十分に風乾した後、目合 2mm、

8mm、16mm、32mm のステンレス製ふるいを使用して砂（粒径

2mm 未満）、小礫細粒（2-8mm）、小礫粗粒（9-16mm）、中礫
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第 1表 県内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率 

対象魚 水系 河川 
調査 

年度 

産卵床 

番号 

卵数（粒） 
発眼率（%） 出典 

生残 死亡 計 

ヤマメ 神通川 山田川 2019 1 328 32 360 91.1 今回の調査 

アマゴ 木曽川 竹原川 2007 1 250 18 268 93.3 德原ほか（2010） 

    2 313 9 322 97.2  

    3 39 6 45 86.7  

    4 250 14 264 94.7  

    5 140 28 168 83.3  

    6 204 26 230 88.7  

    7 20 7 27 74.1  

    8 719 48 767 93.7  

    9 219 8 227 96.5  

    10 252 8 260 96.9  

    11 411 13 424 96.9  

    12 498 21 519 96.0  

    13 248 19 267 92.9  

    14 221 23 244 90.6  

    15 273 76 349 78.2  

  竹原川*1 2009 1 20 24 44 45.5  德原ほか（2017） 

    2 93 65 158 58.9   

    3 141 25 166 84.9   

    4 187 174 361 51.8   

    5 44 0 44 100.0   

  阿多野谷 2009 1 174 12 186 93.5 德原ほか（2019） 

    2 226 12 238 95.0  

    3 246 64 310 79.4  

  阿多野谷*2 2009 1 236 7 243 97.1 德原ほか（2019） 

    2 154 7 161 95.7  

    3 40 1 41 97.6  

  大谷 2022 1 234 75 309 75.7 今回の調査 

  浅谷 2022 1 280 34 314 89.2 今回の調査 

    2 491 96 587 83.6  

    3 491 38 529 92.8  

  深谷 2023 1 50 312 362 13.8 今回の調査 

  初矢谷 2024 1 344 31 375 91.7 今回の調査 

    2 125 7 132 94.7  

イワナ 神通川 五升ヶ谷 2019 1 444 55 499 89.0 今回の調査 

    2 945 138 1083 87.3  

*1 竹原川：雄親魚を放流せず、雌親魚だけを放流した事例 

*2 阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

 

ける卵の発眼率については、木曽川水系の竹原川（下呂市宮 地）および阿多野谷（同市森）におけるアマゴを対象とした調 
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第 2表 国内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率の範囲および平均±標準偏差 

対象魚 県 水系 河川 
調査 

年度 

調査した 

産卵床数 

発眼率の範囲（%） 

（平均±標準偏差） 
出典 

ヤマメ 秋田 雄物川 掛ノ沢川 2012 4 70.8-90.0 （84.0±8.9） 德原ほか（2019） 

     4*1 89.7-98.1 （92.5±5.2）  

 栃木 利根川 大芦川*2 2015 14 9.0-99.2 （64.9±27.9） 高木ほか（2017） 

 岐阜 神通川 山田川 2019 1 91.1 今回の調査 

サクラマス 秋田 米代川 仏社川*3 2017 14 0.0-98.9 （57.3±45.9） 佐藤・八木澤（2018） 

    2018 18 0.0-99.7 （77.2±27.9） 佐藤・八木澤（2019） 

    2019 16 0.0-93.8 （41.7±33.6） 佐藤・八木澤（2020） 

    2020 14*4 69.1-100.0 （86.7±10.9） 佐藤・八木澤（2021） 

     30*5 0.0-100.0 （61.7±35.3）  

    2021 17*4 0.0-96.5 （40.0±32.5） 佐藤・八木澤（2022） 

     17*5 0.0-97.2 （38.5±33.6）  

    2022 27*4 41.7-100.0 （86.1±17.0） 佐藤・八木澤（2023） 

     14*5 0.0-100.0 （63.6±33.8）  

 富山 神通川 西派川 2019 1*6 80.0 浦邉ほか（2020） 

    2020 3 20.4-100.0 （69.3±42.8） 浦邉ほか（2021） 

   小佐波川 2020 3 33.3-87.8 （54.7±29.1） 浦邉ほか（2021） 

    2021 2*3 30.0-65.8 （47.9±25.3） 浦邉ほか（2023） 

    2022 2*3 66.7-68.8 （67.7±1.5） 野村・古川（2024） 

   安蔵川*3 2023 3 0.0-73.8 （25.0±42.3） 野村ほか（2024） 

アマゴ 岐阜 木曽川 竹原川 2007 15 74.1-97.2 （90.6±7.2） 德原ほか（2010） 

   竹原川*3 2009 5 45.5-100.0 （68.2±23.3） 德原ほか（2017） 

   阿多野谷 2009 3 79.4-95.0 （89.3±8.6） 德原ほか（2019） 

     3*1 95.7-97.6 （96.8±1.0）  

   大谷 2022 1 83.6-92.8 （88.5±4.6） 今回の調査 

   浅谷 2022 3 83.6-92.8 （88.5±4.6）  

   深谷 2023 1 13.8  

   初矢谷 2024 2 91.7-94.7 （93.2±2.1）  

イワナ 岐阜 神通川 五升ヶ谷 2019 2 87.3-89.0 (88.1±1.2) 今回の調査 

 滋賀 琵琶湖・淀川 大杉川 2019 4 56.1-86.6 （76.5±13.8） 菅原（2021） 

   犬上川 2019 4 0.0-93.9 （65.6±44.1）  

   向山谷 2020 3 86.7-97.4 （92.5±5.4） 幡野・吉岡（2022） 

   板ヶ谷 2021 4 59.0-97.8 （79.7±20.2） 幡野・吉岡（2023） 

   小和谷川 2021 4 73.5-96.6 （86.2±11.7）  

*1 秋田県の掛ノ沢川、岐阜県の阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

*2 栃木県の大芦川：雄親魚は雌親魚より少ない数を放流した事例 

*3 秋田県の仏社川、富山県の小佐波川の 2021、2022 年度および安蔵川、岐阜県の竹原川の 2009 年度：雄親魚を放流せず、

雌親魚だけを放流した事例 

*4 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進む前の雌親魚を 9月下旬に放流した事例 

*5 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進んだ雌親魚を 10月上旬に放流した事例 

*6 富山県の西派川の 2019年度：河床を耕転した区間で産卵した事例 

第 1表 県内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率 

対象魚 水系 河川 
調査 

年度 

産卵床 

番号 

卵数（粒） 
発眼率（%） 出典 

生残 死亡 計 

ヤマメ 神通川 山田川 2019 1 328 32 360 91.1 今回の調査 

アマゴ 木曽川 竹原川 2007 1 250 18 268 93.3 德原ほか（2010） 

    2 313 9 322 97.2  

    3 39 6 45 86.7  

    4 250 14 264 94.7  

    5 140 28 168 83.3  

    6 204 26 230 88.7  

    7 20 7 27 74.1  

    8 719 48 767 93.7  

    9 219 8 227 96.5  

    10 252 8 260 96.9  

    11 411 13 424 96.9  

    12 498 21 519 96.0  

    13 248 19 267 92.9  

    14 221 23 244 90.6  

    15 273 76 349 78.2  

  竹原川*1 2009 1 20 24 44 45.5  德原ほか（2017） 

    2 93 65 158 58.9   

    3 141 25 166 84.9   

    4 187 174 361 51.8   

    5 44 0 44 100.0   

  阿多野谷 2009 1 174 12 186 93.5 德原ほか（2019） 

    2 226 12 238 95.0  

    3 246 64 310 79.4  

  阿多野谷*2 2009 1 236 7 243 97.1 德原ほか（2019） 

    2 154 7 161 95.7  

    3 40 1 41 97.6  

  大谷 2022 1 234 75 309 75.7 今回の調査 

  浅谷 2022 1 280 34 314 89.2 今回の調査 

    2 491 96 587 83.6  

    3 491 38 529 92.8  

  深谷 2023 1 50 312 362 13.8 今回の調査 

  初矢谷 2024 1 344 31 375 91.7 今回の調査 

    2 125 7 132 94.7  

イワナ 神通川 五升ヶ谷 2019 1 444 55 499 89.0 今回の調査 

    2 945 138 1083 87.3  

*1 竹原川：雄親魚を放流せず、雌親魚だけを放流した事例 

*2 阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

 

 

第 2表 国内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率の範囲および平均±標準偏差 

対象魚 県 水系 河川 
調査 

年度 

調査した 

産卵床数 

発眼率の範囲（%） 

（平均±標準偏差） 
出典 

ヤマメ 秋田 雄物川 掛ノ沢川 2012 4 70.8-90.0 （84.0±8.9） 德原ほか（2019） 

     4*1 89.7-98.1 （92.5±5.2）  

 栃木 利根川 大芦川*2 2015 14 9.0-99.2 （64.9±27.9） 高木ほか（2017） 

 岐阜 神通川 山田川 2019 1 91.1 今回の調査 

サクラマス 秋田 米代川 仏社川*3 2017 14 0.0-98.9 （57.3±45.9） 佐藤・八木澤（2018） 

    2018 18 0.0-99.7 （77.2±27.9） 佐藤・八木澤（2019） 

    2019 16 0.0-93.8 （41.7±33.6） 佐藤・八木澤（2020） 

    2020 14*4 69.1-100.0 （86.7±10.9） 佐藤・八木澤（2021） 

     30*5 0.0-100.0 （61.7±35.3）  

    2021 17*4 0.0-96.5 （40.0±32.5） 佐藤・八木澤（2022） 

     17*5 0.0-97.2 （38.5±33.6）  

    2022 27*4 41.7-100.0 （86.1±17.0） 佐藤・八木澤（2023） 

     14*5 0.0-100.0 （63.6±33.8）  

 富山 神通川 西派川 2019 1*6 80.0 浦邉ほか（2020） 

    2020 3 20.4-100.0 （69.3±42.8） 浦邉ほか（2021） 

   小佐波川 2020 3 33.3-87.8 （54.7±29.1） 浦邉ほか（2021） 

    2021 2*3 30.0-65.8 （47.9±25.3） 浦邉ほか（2023） 

    2022 2*3 66.7-68.8 （67.7±1.5） 野村・古川（2024） 

   安蔵川*3 2023 3 0.0-73.8 （25.0±42.3） 野村ほか（2024） 

アマゴ 岐阜 木曽川 竹原川 2007 15 74.1-97.2 （90.6±7.2） 德原ほか（2010） 

   竹原川*3 2009 5 45.5-100.0 （68.2±23.3） 德原ほか（2017） 

   阿多野谷 2009 3 79.4-95.0 （89.3±8.6） 德原ほか（2019） 

     3*1 95.7-97.6 （96.8±1.0）  

   大谷 2022 1 83.6-92.8 （88.5±4.6） 今回の調査 

   浅谷 2022 3 83.6-92.8 （88.5±4.6）  

   深谷 2023 1 13.8  

   初矢谷 2024 2 91.7-94.7 （93.2±2.1）  

イワナ 岐阜 神通川 五升ヶ谷 2019 2 87.3-89.0 (88.1±1.2) 今回の調査 

 滋賀 琵琶湖・淀川 大杉川 2019 4 56.1-86.6 （76.5±13.8） 菅原（2021） 

   犬上川 2019 4 0.0-93.9 （65.6±44.1）  

   向山谷 2020 3 86.7-97.4 （92.5±5.4） 幡野・吉岡（2022） 

   板ヶ谷 2021 4 59.0-97.8 （79.7±20.2） 幡野・吉岡（2023） 

   小和谷川 2021 4 73.5-96.6 （86.2±11.7）  

*1 秋田県の掛ノ沢川、岐阜県の阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

*2 栃木県の大芦川：雄親魚は雌親魚より少ない数を放流した事例 

*3 秋田県の仏社川、富山県の小佐波川の 2021、2022 年度および安蔵川、岐阜県の竹原川の 2009 年度：雄親魚を放流せず、

雌親魚だけを放流した事例 

*4 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進む前の雌親魚を 9月下旬に放流した事例 

*5 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進んだ雌親魚を 10月上旬に放流した事例 

*6 富山県の西派川の 2019年度：河床を耕転した区間で産卵した事例 

第 1表 県内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率 

対象魚 水系 河川 
調査 

年度 

産卵床 

番号 

卵数（粒） 
発眼率（%） 出典 

生残 死亡 計 

ヤマメ 神通川 山田川 2019 1 328 32 360 91.1 今回の調査 

アマゴ 木曽川 竹原川 2007 1 250 18 268 93.3 德原ほか（2010） 

    2 313 9 322 97.2  

    3 39 6 45 86.7  

    4 250 14 264 94.7  

    5 140 28 168 83.3  

    6 204 26 230 88.7  

    7 20 7 27 74.1  

    8 719 48 767 93.7  

    9 219 8 227 96.5  

    10 252 8 260 96.9  

    11 411 13 424 96.9  

    12 498 21 519 96.0  

    13 248 19 267 92.9  

    14 221 23 244 90.6  

    15 273 76 349 78.2  

  竹原川*1 2009 1 20 24 44 45.5  德原ほか（2017） 

    2 93 65 158 58.9   

    3 141 25 166 84.9   

    4 187 174 361 51.8   

    5 44 0 44 100.0   

  阿多野谷 2009 1 174 12 186 93.5 德原ほか（2019） 

    2 226 12 238 95.0  

    3 246 64 310 79.4  

  阿多野谷*2 2009 1 236 7 243 97.1 德原ほか（2019） 

    2 154 7 161 95.7  

    3 40 1 41 97.6  

  大谷 2022 1 234 75 309 75.7 今回の調査 

  浅谷 2022 1 280 34 314 89.2 今回の調査 

    2 491 96 587 83.6  

    3 491 38 529 92.8  

  深谷 2023 1 50 312 362 13.8 今回の調査 

  初矢谷 2024 1 344 31 375 91.7 今回の調査 

    2 125 7 132 94.7  

イワナ 神通川 五升ヶ谷 2019 1 444 55 499 89.0 今回の調査 

    2 945 138 1083 87.3  

*1 竹原川：雄親魚を放流せず、雌親魚だけを放流した事例 

*2 阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

 

 

第 2表 国内の河川における親魚放流魚の産卵床の卵の発眼率の範囲および平均±標準偏差 

対象魚 県 水系 河川 
調査 

年度 

調査した 

産卵床数 

発眼率の範囲（%） 

（平均±標準偏差） 
出典 

ヤマメ 秋田 雄物川 掛ノ沢川 2012 4 70.8-90.0 （84.0±8.9） 德原ほか（2019） 

     4*1 89.7-98.1 （92.5±5.2）  

 栃木 利根川 大芦川*2 2015 14 9.0-99.2 （64.9±27.9） 高木ほか（2017） 

 岐阜 神通川 山田川 2019 1 91.1 今回の調査 

サクラマス 秋田 米代川 仏社川*3 2017 14 0.0-98.9 （57.3±45.9） 佐藤・八木澤（2018） 

    2018 18 0.0-99.7 （77.2±27.9） 佐藤・八木澤（2019） 

    2019 16 0.0-93.8 （41.7±33.6） 佐藤・八木澤（2020） 

    2020 14*4 69.1-100.0 （86.7±10.9） 佐藤・八木澤（2021） 

     30*5 0.0-100.0 （61.7±35.3）  

    2021 17*4 0.0-96.5 （40.0±32.5） 佐藤・八木澤（2022） 

     17*5 0.0-97.2 （38.5±33.6）  

    2022 27*4 41.7-100.0 （86.1±17.0） 佐藤・八木澤（2023） 

     14*5 0.0-100.0 （63.6±33.8）  

 富山 神通川 西派川 2019 1*6 80.0 浦邉ほか（2020） 

    2020 3 20.4-100.0 （69.3±42.8） 浦邉ほか（2021） 

   小佐波川 2020 3 33.3-87.8 （54.7±29.1） 浦邉ほか（2021） 

    2021 2*3 30.0-65.8 （47.9±25.3） 浦邉ほか（2023） 

    2022 2*3 66.7-68.8 （67.7±1.5） 野村・古川（2024） 

   安蔵川*3 2023 3 0.0-73.8 （25.0±42.3） 野村ほか（2024） 

アマゴ 岐阜 木曽川 竹原川 2007 15 74.1-97.2 （90.6±7.2） 德原ほか（2010） 

   竹原川*3 2009 5 45.5-100.0 （68.2±23.3） 德原ほか（2017） 

   阿多野谷 2009 3 79.4-95.0 （89.3±8.6） 德原ほか（2019） 

     3*1 95.7-97.6 （96.8±1.0）  

   大谷 2022 1 83.6-92.8 （88.5±4.6） 今回の調査 

   浅谷 2022 3 83.6-92.8 （88.5±4.6）  

   深谷 2023 1 13.8  

   初矢谷 2024 2 91.7-94.7 （93.2±2.1）  

イワナ 岐阜 神通川 五升ヶ谷 2019 2 87.3-89.0 (88.1±1.2) 今回の調査 

 滋賀 琵琶湖・淀川 大杉川 2019 4 56.1-86.6 （76.5±13.8） 菅原（2021） 

   犬上川 2019 4 0.0-93.9 （65.6±44.1）  

   向山谷 2020 3 86.7-97.4 （92.5±5.4） 幡野・吉岡（2022） 

   板ヶ谷 2021 4 59.0-97.8 （79.7±20.2） 幡野・吉岡（2023） 

   小和谷川 2021 4 73.5-96.6 （86.2±11.7）  

*1 秋田県の掛ノ沢川、岐阜県の阿多野谷：人工産卵場に産卵した事例 

*2 栃木県の大芦川：雄親魚は雌親魚より少ない数を放流した事例 

*3 秋田県の仏社川、富山県の小佐波川の 2021、2022 年度および安蔵川、岐阜県の竹原川の 2009 年度：雄親魚を放流せず、

雌親魚だけを放流した事例 

*4 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進む前の雌親魚を 9月下旬に放流した事例 

*5 秋田県の仏社川の 2020-2022年度：排卵が進んだ雌親魚を 10月上旬に放流した事例 

*6 富山県の西派川の 2019年度：河床を耕転した区間で産卵した事例 
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第 3表 県内の河川におけるアマゴ親魚放流魚の産卵床の河床材料の組成 

河川 
調査 

年度 

産卵床 

番号 

重量割合（%） 

出典 砂 （粒径 

2mm未満） 

小礫細粒 

（2-8mm） 

小礫粗粒 

（9-16mm） 

中礫細粒 

（17-32mm） 

中礫粗粒・大礫 

（33mm以上） 

竹原川 2007 1 9.1 25.0 18.1 30.6 17.2 德原ほか（2010） 

  2 14.4 24.4 27.4 25.2 8.6  

  3 9.0 21.4 16.5 22.7 30.3  

  4 12.9 24.5 18.7 21.9 22.0  

  5 12.3 26.9 17.4 19.4 24.0  

  6 13.0 28.0 18.1 16.4 24.5  

  7 7.7 31.9 25.3 20.1 15.0  

  8 13.4 33.4 16.2 19.4 17.6  

  9 13.1 18.1 15.8 37.6 15.4  

  10 8.3 24.7 22.0 22.3 22.8  

  11 5.6 18.3 18.7 39.4 18.0  

  12 11.1 19.5 21.6 34.7 13.0  

  13 14.0 28.1 14.2 23.8 19.8  

  14 14.1 25.2 17.2 23.0 20.6  

  15 8.9 30.8 17.5 18.3 24.4  

  16* 5.8 13.4 18.0 39.2 23.6  

深谷 2023 1 23.7 47.4 17.6 3.4 7.9 今回の調査 

* 竹原川の産卵床 16番：德原ほか（2010）では卵の採集はせず、河床材料の調査のみ実施 

 

査事例がある（德原ほか, 2010; 德原ほか, 2017, 2019）。それ

ら 2 河川と比較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における

卵の発眼率は概ね良好な水準と考えられた（第 1 表）。また、

県外でのヤマメ・サクラマス O. masou masouの親魚放流魚の

産卵床における卵の発眼率については、秋田県、栃木県、富

山県の計 6河川での調査事例がある（高木ほか, 2017; 佐藤・

八木澤, 2018-2023; 德原ほか, 2019; 浦邉ほか, 2020, 2021, 

2023; 野村・古川, 2024; 野村ほか, 2024）。それら 6河川と比

較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における卵の発眼率

はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 

イワナの産卵床は五升ヶ谷で 2 か所確認された（第 1 表）。

卵の発眼率は 87.3-89.0%であった。イワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、県内では今回が初め

ての調査事例である。他県におけるイワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、滋賀県の 5 河川での

調査事例がある（菅原, 2021; 幡野・吉岡, 2022, 2023）。それ

ら 5 河川と比較すると、五升ヶ谷における発眼率は概ね良好

な水準と考えられた（第 2表）。 

山田川におけるヤマメ卵、大谷、浅谷、初矢谷におけるア

マゴ卵、五升ヶ谷におけるイワナ卵の発眼率が概ね良好で

あった一方、深谷におけるアマゴ卵の発眼率は 13.8%と低い

水準であった。産卵床の河床材料に占める砂の割合が調査さ

れているのは、德原ほか（2010）による竹原川が唯一の事例で

ある。今回、産卵床の河床材料の組成について補足調査を実

施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-14.4%であるのに対し

て、深谷は 23.7%と高いことが確認された（第 3 表）。サケ科魚

類の卵の発眼率は、産卵床への砂の堆積によって低下するこ

とが多くの研究で明らかにされている（Chapman, 1988; Argent 

and Flebbe, 1999; Kondou et al., 2001）。サクラマスを対象とし

た野外実験では、砂の割合が 20%を超過すると卵の生残率が

急低下することが明らかにされている（Yamada and Nakamura, 

2009）。このことから、深谷の産卵床における卵の発眼率が低

かったのは砂の堆積が原因と考えられる。これは産卵適地が

少ない河川では増殖効果が期待できないことを示す実例であ

り、親魚放流の欠点として認識する必要がある。また、県外の

事例では、増水による産卵床の流失が確認されている（幡野・

吉岡, 2022）。このほか、水温が産卵適温を超過している河川

では産卵は行われるものの、産卵床の卵の発眼率が低くなる

ことが指摘されている（佐藤・八木澤, 2022）。親魚放流の制約

として、在来個体群の生息域では実施してはならないことも挙
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  3 9.0 21.4 16.5 22.7 30.3  

  4 12.9 24.5 18.7 21.9 22.0  

  5 12.3 26.9 17.4 19.4 24.0  

  6 13.0 28.0 18.1 16.4 24.5  

  7 7.7 31.9 25.3 20.1 15.0  

  8 13.4 33.4 16.2 19.4 17.6  

  9 13.1 18.1 15.8 37.6 15.4  

  10 8.3 24.7 22.0 22.3 22.8  

  11 5.6 18.3 18.7 39.4 18.0  

  12 11.1 19.5 21.6 34.7 13.0  

  13 14.0 28.1 14.2 23.8 19.8  

  14 14.1 25.2 17.2 23.0 20.6  

  15 8.9 30.8 17.5 18.3 24.4  

  16* 5.8 13.4 18.0 39.2 23.6  

深谷 2023 1 23.7 47.4 17.6 3.4 7.9 今回の調査 

* 竹原川の産卵床 16番：德原ほか（2010）では卵の採集はせず、河床材料の調査のみ実施 

 

ける卵の発眼率については、木曽川水系の竹原川（下呂市宮

地）および阿多野谷（同市森）におけるアマゴを対象とした調

査事例がある（德原ほか, 2010; 德原ほか, 2017, 2019）。それ

ら 2 河川と比較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における

卵の発眼率は概ね良好な水準と考えられた（第 1 表）。また、

県外でのヤマメ・サクラマス O. masou masouの親魚放流魚の

産卵床における卵の発眼率については、秋田県、栃木県、富

山県の計 6河川での調査事例がある（高木ほか, 2017; 佐藤・

八木澤, 2018-2023; 德原ほか, 2019; 浦邉ほか, 2020, 2021, 

2023; 野村・古川, 2024; 野村ほか, 2024）。それら 6河川と比

較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における卵の発眼率

はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 

イワナの産卵床は五升ヶ谷で 2 か所確認された（第 1 表）。

卵の発眼率は 87.3-89.0%であった。イワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、県内では今回が初め

ての調査事例である。他県におけるイワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、滋賀県の 5 河川での

調査事例がある（菅原, 2021; 幡野・吉岡, 2022, 2023）。それ

ら 5 河川と比較すると、五升ヶ谷における発眼率は概ね良好

な水準と考えられた（第 2表）。 

山田川におけるヤマメ卵、大谷、浅谷、初矢谷におけるア

マゴ卵、五升ヶ谷におけるイワナ卵の発眼率が概ね良好で

あった一方、深谷におけるアマゴ卵の発眼率は 13.8%と低い

水準であった。親魚放流魚の産卵床の河床材料に占める砂

の割合が調査されているのは、德原ほか（2010）による竹原川

が唯一の事例である。今回、産卵床の河床材料の組成につ

いて補足調査を実施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-

14.4%であるのに対して、深谷は 23.7%と高いことが確認された

（第 3 表）。サケ科魚類の卵の発眼率は、産卵床への砂の堆

積によって低下することが多くの研究で明らかにされている

（Chapman, 1988; Argent and Flebbe, 1999; Kondou et al., 

2001）。サクラマスを対象とした野外実験では、砂の割合が

20%を超過すると卵の生残率が急低下することが明らかにされ

ている（Yamada and Nakamura, 2009）。このことから、深谷の産

卵床における卵の発眼率が低かったのは砂の堆積が原因と

考えられる。これは産卵適地が少ない河川では増殖効果が期

待できないことを示す実例であり、親魚放流の欠点として認識

する必要がある。また、県外の事例では、増水による産卵床の

流失が確認されている（幡野・吉岡, 2022）。このほか、水温が

産卵適温を超過している河川では産卵は行われるものの、産
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地）および阿多野谷（同市森）におけるアマゴを対象とした調
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はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 
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いて補足調査を実施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-
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2001）。サクラマスを対象とした野外実験では、砂の割合が

20%を超過すると卵の生残率が急低下することが明らかにされ
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考えられる。これは産卵適地が少ない河川では増殖効果が期

待できないことを示す実例であり、親魚放流の欠点として認識
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査事例がある（德原ほか, 2010; 德原ほか, 2017, 2019）。それ

ら 2 河川と比較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における

卵の発眼率は概ね良好な水準と考えられた（第 1 表）。また、

県外でのヤマメ・サクラマス O. masou masouの親魚放流魚の

産卵床における卵の発眼率については、秋田県、栃木県、富

山県の計 6河川での調査事例がある（高木ほか, 2017; 佐藤・

八木澤, 2018-2023; 德原ほか, 2019; 浦邉ほか, 2020, 2021, 

2023; 野村・古川, 2024; 野村ほか, 2024）。それら 6河川と比

較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における卵の発眼率

はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 

イワナの産卵床は五升ヶ谷で 2 か所確認された（第 1 表）。

卵の発眼率は 87.3-89.0%であった。イワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、県内では今回が初め

ての調査事例である。他県におけるイワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、滋賀県の 5 河川での

調査事例がある（菅原, 2021; 幡野・吉岡, 2022, 2023）。それ

ら 5 河川と比較すると、五升ヶ谷における発眼率は概ね良好

な水準と考えられた（第 2表）。 

山田川におけるヤマメ卵、大谷、浅谷、初矢谷におけるア

マゴ卵、五升ヶ谷におけるイワナ卵の発眼率が概ね良好で

あった一方、深谷におけるアマゴ卵の発眼率は 13.8%と低い

水準であった。産卵床の河床材料に占める砂の割合が調査さ

れているのは、德原ほか（2010）による竹原川が唯一の事例で

ある。今回、産卵床の河床材料の組成について補足調査を実

施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-14.4%であるのに対し

て、深谷は 23.7%と高いことが確認された（第 3 表）。サケ科魚

類の卵の発眼率は、産卵床への砂の堆積によって低下するこ

とが多くの研究で明らかにされている（Chapman, 1988; Argent 

and Flebbe, 1999; Kondou et al., 2001）。サクラマスを対象とし

た野外実験では、砂の割合が 20%を超過すると卵の生残率が

急低下することが明らかにされている（Yamada and Nakamura, 

2009）。このことから、深谷の産卵床における卵の発眼率が低

かったのは砂の堆積が原因と考えられる。これは産卵適地が

少ない河川では増殖効果が期待できないことを示す実例であ

り、親魚放流の欠点として認識する必要がある。また、県外の

事例では、増水による産卵床の流失が確認されている（幡野・

吉岡, 2022）。このほか、水温が産卵適温を超過している河川

では産卵は行われるものの、産卵床の卵の発眼率が低くなる

ことが指摘されている（佐藤・八木澤, 2022）。親魚放流の制約

として、在来個体群の生息域では実施してはならないことも挙

げられる（德原・岸, 2013）。今後、親魚放流による増殖が計画

される際には、河床材料の組成、気候、水温、在来個体群の

有無といった諸条件を考慮して対象河川を選定することが不

可欠である。 

県内外のこれまでの調査および今回の調査により、親魚放

流魚の産卵床における卵の発眼率について一定の知見が蓄

積された。一般に親魚放流には継代飼育されている養殖魚が

使用されており、そうした個体であっても産卵床の卵の発眼率

が 80%以上という良好な事例が県内外の調査で確認されてい

る。その一方で、発眼率が 20%を下回るような事例も複数存在

しており、場合によっては卵のすべてが死亡する事例があるこ

とに留意しなければならない。したがって、資源増殖の手段と

して親魚放流にだけ依存することは避けるべきである。また、

親魚放流魚の産卵床の卵は、天然魚（自然繁殖魚）の産卵床

の卵よりも発眼率が低いことが確認されている（佐藤・八木澤, 

2018-2020）。これらの事例は養殖魚の中に産卵能力が劣る

個体が含まれる可能性を示唆するものであり、同時に自然繁

殖魚の産卵能力の高さを支持するものといえる。近年、自然

繁殖魚の重要性があらためて注目されており、禁漁区（中村

ほか, 2001; 重倉ほか, 2014; 山下ほか, 2023）、輪番禁漁（久

保田ほか, 2010）、漁獲制限サイズの変更（横田ほか, 2003）、

人工産卵場や人工産卵河川の造成（中村, 1999; 中村ほか, 

2009; 岸・德原, 2017; 岸ほか, 2025）といった方法が提案さ

れている。今後は、稚魚放流、発眼卵放流、成魚放流ならび

に親魚放流だけでなく、自然繁殖魚の増殖と持続的利用も意

識した漁場管理について検討することが望まれる。 

 

要要    約約  

1. ヤマメ・アマゴおよびイワナの親魚放流魚の産卵床の卵の

発眼率を 6河川で調査した。 

2. 卵の発眼率は概ね良好な水準であったが、1 河川（深谷）

では発眼率が低かった。 

3. 深谷では砂の堆積量が多く、そのことが卵の発眼率を低下

させた原因と考えられた。 

4. 親魚放流の対象河川を選定する際は、河床材料の組成、

気候、水温、在来個体群の有無といった諸条件を考慮する

必要がある。 
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第 3表 県内の河川におけるアマゴ親魚放流魚の産卵床の河床材料の組成 

河川 
調査 

年度 

産卵床 

番号 

重量割合（%） 

出典 砂 （粒径 

2mm未満） 

小礫細粒 

（2-8mm） 

小礫粗粒 

（9-16mm） 

中礫細粒 

（17-32mm） 

中礫粗粒・大礫 

（33mm以上） 

竹原川 2007 1 9.1 25.0 18.1 30.6 17.2 德原ほか（2010） 

  2 14.4 24.4 27.4 25.2 8.6  

  3 9.0 21.4 16.5 22.7 30.3  

  4 12.9 24.5 18.7 21.9 22.0  

  5 12.3 26.9 17.4 19.4 24.0  

  6 13.0 28.0 18.1 16.4 24.5  

  7 7.7 31.9 25.3 20.1 15.0  

  8 13.4 33.4 16.2 19.4 17.6  

  9 13.1 18.1 15.8 37.6 15.4  

  10 8.3 24.7 22.0 22.3 22.8  

  11 5.6 18.3 18.7 39.4 18.0  

  12 11.1 19.5 21.6 34.7 13.0  

  13 14.0 28.1 14.2 23.8 19.8  

  14 14.1 25.2 17.2 23.0 20.6  

  15 8.9 30.8 17.5 18.3 24.4  

  16* 5.8 13.4 18.0 39.2 23.6  

深谷 2023 1 23.7 47.4 17.6 3.4 7.9 今回の調査 

* 竹原川の産卵床 16番：德原ほか（2010）では卵の採集はせず、河床材料の調査のみ実施 

 

ける卵の発眼率については、木曽川水系の竹原川（下呂市宮

地）および阿多野谷（同市森）におけるアマゴを対象とした調

査事例がある（德原ほか, 2010; 德原ほか, 2017, 2019）。それ

ら 2 河川と比較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における

卵の発眼率は概ね良好な水準と考えられた（第 1 表）。また、

県外でのヤマメ・サクラマス O. masou masouの親魚放流魚の

産卵床における卵の発眼率については、秋田県、栃木県、富

山県の計 6河川での調査事例がある（高木ほか, 2017; 佐藤・

八木澤, 2018-2023; 德原ほか, 2019; 浦邉ほか, 2020, 2021, 

2023; 野村・古川, 2024; 野村ほか, 2024）。それら 6河川と比

較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における卵の発眼率

はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 

イワナの産卵床は五升ヶ谷で 2 か所確認された（第 1 表）。

卵の発眼率は 87.3-89.0%であった。イワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、県内では今回が初め

ての調査事例である。他県におけるイワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、滋賀県の 5 河川での

調査事例がある（菅原, 2021; 幡野・吉岡, 2022, 2023）。それ

ら 5 河川と比較すると、五升ヶ谷における発眼率は概ね良好

な水準と考えられた（第 2表）。 

山田川におけるヤマメ卵、大谷、浅谷、初矢谷におけるア

マゴ卵、五升ヶ谷におけるイワナ卵の発眼率が概ね良好で

あった一方、深谷におけるアマゴ卵の発眼率は 13.8%と低い

水準であった。親魚放流魚の産卵床の河床材料に占める砂

の割合が調査されているのは、德原ほか（2010）による竹原川

が唯一の事例である。今回、産卵床の河床材料の組成につ

いて補足調査を実施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-

14.4%であるのに対して、深谷は 23.7%と高いことが確認された

（第 3 表）。サケ科魚類の卵の発眼率は、産卵床への砂の堆

積によって低下することが多くの研究で明らかにされている

（Chapman, 1988; Argent and Flebbe, 1999; Kondou et al., 

2001）。サクラマスを対象とした野外実験では、砂の割合が

20%を超過すると卵の生残率が急低下することが明らかにされ

ている（Yamada and Nakamura, 2009）。このことから、深谷の産

卵床における卵の発眼率が低かったのは砂の堆積が原因と

考えられる。これは産卵適地が少ない河川では増殖効果が期

待できないことを示す実例であり、親魚放流の欠点として認識

する必要がある。また、県外の事例では、増水による産卵床の

流失が確認されている（幡野・吉岡, 2022）。このほか、水温が

産卵適温を超過している河川では産卵は行われるものの、産

卵床の卵の発眼率が低くなることが指摘されている（佐藤・八

木澤, 2022）。親魚放流の制約として、在来個体群の生息域で

は実施してはならないことも挙げられる（德原・岸, 2013）。今後、

親魚放流による増殖が計画される際には、河床材料の組成、

気候、水温、在来個体群の有無といった諸条件を考慮して対

象河川を選定することが不可欠である。 

県内外のこれまでの調査および今回の調査により、親魚放

流魚の産卵床における卵の発眼率について一定の知見が蓄

積された。一般に親魚放流には継代飼育されている養殖魚が

使用されており、そうした個体であっても産卵床の卵の発眼率

が 80%以上という良好な事例が県内外の調査で確認されてい

る。その一方で、発眼率が 20%を下回るような事例も複数存在

しており、場合によっては卵のすべてが死亡する事例があるこ

とに留意しなければならない。したがって、資源増殖の手段と

して親魚放流にだけ依存することは避けるべきである。また、

親魚放流魚の産卵床の卵は、天然魚（自然繁殖魚）の産卵床

の卵よりも発眼率が低いことが確認されている（佐藤・八木澤, 

2018-2020）。これらの事例は養殖魚の中に産卵能力が劣る

個体が含まれる可能性を示唆するものであり、同時に自然繁

殖魚の産卵能力の高さを支持するものといえる。近年、自然

繁殖魚の重要性があらためて注目されており、禁漁区（中村

ほか, 2001; 重倉ほか, 2014; 山下ほか, 2023）、輪番禁漁（久

保田ほか, 2010）、漁獲制限サイズの変更（横田ほか, 2003）、

人工産卵場や人工産卵河川の造成（中村, 1999; 中村ほか, 

2009; 岸・德原, 2017; 岸ほか, 2025）といった方法が提案さ

れている。今後は、稚魚放流、発眼卵放流、成魚放流ならび

に親魚放流だけでなく、自然繁殖魚の増殖と持続的利用も意

識した漁場管理について検討することが望まれる。 

 

要要    約約  

1. ヤマメ・アマゴおよびイワナの親魚放流魚の産卵床の卵の

発眼率を 6河川で調査した。 

2. 卵の発眼率は概ね良好な水準であったが、1 河川（深谷）

では発眼率が低かった。 

3. 深谷では砂の堆積量が多く、そのことが卵の発眼率を低下

させた原因と考えられた。 

4. 親魚放流の対象河川を選定する際は、河床材料の組成、

気候、水温、在来個体群の有無といった諸条件を考慮する

必要がある。 
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深谷 2023 1 23.7 47.4 17.6 3.4 7.9 今回の調査 

* 竹原川の産卵床 16番：德原ほか（2010）では卵の採集はせず、河床材料の調査のみ実施 

 

ける卵の発眼率については、木曽川水系の竹原川（下呂市宮

地）および阿多野谷（同市森）におけるアマゴを対象とした調

査事例がある（德原ほか, 2010; 德原ほか, 2017, 2019）。それ

ら 2 河川と比較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における

卵の発眼率は概ね良好な水準と考えられた（第 1 表）。また、

県外でのヤマメ・サクラマス O. masou masouの親魚放流魚の

産卵床における卵の発眼率については、秋田県、栃木県、富

山県の計 6河川での調査事例がある（高木ほか, 2017; 佐藤・

八木澤, 2018-2023; 德原ほか, 2019; 浦邉ほか, 2020, 2021, 

2023; 野村・古川, 2024; 野村ほか, 2024）。それら 6河川と比

較すると、山田川、大谷、浅谷、初矢谷における卵の発眼率

はそれらと同等かより良好な水準と考えられた（第 2表）。 

イワナの産卵床は五升ヶ谷で 2 か所確認された（第 1 表）。

卵の発眼率は 87.3-89.0%であった。イワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、県内では今回が初め

ての調査事例である。他県におけるイワナの親魚放流魚の産

卵床における卵の発眼率については、滋賀県の 5 河川での

調査事例がある（菅原, 2021; 幡野・吉岡, 2022, 2023）。それ

ら 5 河川と比較すると、五升ヶ谷における発眼率は概ね良好

な水準と考えられた（第 2表）。 

山田川におけるヤマメ卵、大谷、浅谷、初矢谷におけるア

マゴ卵、五升ヶ谷におけるイワナ卵の発眼率が概ね良好で

あった一方、深谷におけるアマゴ卵の発眼率は 13.8%と低い

水準であった。親魚放流魚の産卵床の河床材料に占める砂

の割合が調査されているのは、德原ほか（2010）による竹原川

が唯一の事例である。今回、産卵床の河床材料の組成につ

いて補足調査を実施した結果、砂の割合は竹原川が 5.5-

14.4%であるのに対して、深谷は 23.7%と高いことが確認された

（第 3 表）。サケ科魚類の卵の発眼率は、産卵床への砂の堆

積によって低下することが多くの研究で明らかにされている

（Chapman, 1988; Argent and Flebbe, 1999; Kondou et al., 

2001）。サクラマスを対象とした野外実験では、砂の割合が

20%を超過すると卵の生残率が急低下することが明らかにされ

ている（Yamada and Nakamura, 2009）。このことから、深谷の産

卵床における卵の発眼率が低かったのは砂の堆積が原因と

考えられる。これは産卵適地が少ない河川では増殖効果が期

待できないことを示す実例であり、親魚放流の欠点として認識

する必要がある。また、県外の事例では、増水による産卵床の

流失が確認されている（幡野・吉岡, 2022）。このほか、水温が

産卵適温を超過している河川では産卵は行われるものの、産

卵床の卵の発眼率が低くなることが指摘されている（佐藤・八

木澤, 2022）。親魚放流の制約として、在来個体群の生息域で

は実施してはならないことも挙げられる（德原・岸, 2013）。今後、

親魚放流による増殖が計画される際には、河床材料の組成、

気候、水温、在来個体群の有無といった諸条件を考慮して対

象河川を選定することが不可欠である。 

県内外のこれまでの調査および今回の調査により、親魚放

流魚の産卵床における卵の発眼率について一定の知見が蓄

積された。一般に親魚放流には継代飼育されている養殖魚が

使用されており、そうした個体であっても産卵床の卵の発眼率

が 80%以上という良好な事例が県内外の調査で確認されてい

る。その一方で、発眼率が 20%を下回るような事例も複数存在

しており、場合によっては卵のすべてが死亡する事例があるこ

とに留意しなければならない。したがって、資源増殖の手段と

して親魚放流にだけ依存することは避けるべきである。また、

親魚放流魚の産卵床の卵は、天然魚（自然繁殖魚）の産卵床

の卵よりも発眼率が低いことが確認されている（佐藤・八木澤, 

2018-2020）。これらの事例は養殖魚の中に産卵能力が劣る

個体が含まれる可能性を示唆するものであり、同時に自然繁

殖魚の産卵能力の高さを支持するものといえる。近年、自然

繁殖魚の重要性があらためて注目されており、禁漁区（中村

ほか, 2001; 重倉ほか, 2014; 山下ほか, 2023）、輪番禁漁（久

保田ほか, 2010）、漁獲制限サイズの変更（横田ほか, 2003）、

人工産卵場や人工産卵河川の造成（中村, 1999; 中村ほか, 

2009; 岸・德原, 2017; 岸ほか, 2025）といった方法が提案さ

れている。今後は、稚魚放流、発眼卵放流、成魚放流ならび

に親魚放流だけでなく、自然繁殖魚の増殖と持続的利用も意

識した漁場管理について検討することが望まれる。 

 

要要    約約  

1. ヤマメ・アマゴおよびイワナの親魚放流魚の産卵床の卵の

発眼率を 6河川で調査した。 

2. 卵の発眼率は概ね良好な水準であったが、1 河川（深谷）

では発眼率が低かった。 

3. 深谷では砂の堆積量が多く、そのことが卵の発眼率を低下

させた原因と考えられた。 

4. 親魚放流の対象河川を選定する際は、河床材料の組成、

気候、水温、在来個体群の有無といった諸条件を考慮する

必要がある。 
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